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１． はじめに 
 安全、円滑で効率的な交通運輸サービスの提供が

絶えず求められているが、近年、高齢化の急速な進

展や障害者の自立的な社会参加の促進等の要請に、

適切に対応する交通システムの整備の必要性が特に

強調されている。 
 都市においては、このようなことをふまえた上で、

快適で使い勝手の良い公共交通システムを構築する

ことが求められており、都市バス交通システムの分

野においても新しい車両の開発、導入が行われてき

ている。 
 都市バス交通システムにおける旅客の降車特性を

数理的にとらえることは、「都市バス交通システム

の適性評価」、「都市バス交通システムの計画、設計、

運用等の最適化」および「都市交通システムの機能

評価」にとって重要なことであるが、この種の特性

を数理的に解析した報告例はほとんど見当たらない。 

本研究においては、東京都内のバス交通システムの

ターミナルにおいて、バスから降車する旅客を観察

の対象として、降車に関する特性の解析を行う。解

析に際しては、旅客について男女年代別の降車特性

の差異を明らかにすることを試みる。なお、男女年

代別の乗車特性については、前年度報告した。1） 
 

２． 降車状態の観測 
 バス降車客の状態を観測した場所は、新宿駅西口

バスターミナルである。 
 観測日として５月中旬から６月初旬までの平日を

選び、休日を除外した。観測時間帯は、およそ午後

０時から午後３時までである。観測を晴天または曇

天の日に行った。観測に際しては、携帯用ビデオカ

メラを用い、降車の妨げにならないよう歩道上から

携帯して撮影した。 

３． 降車特性の解析 
 降車特性の解析においては、ビデオテープ上に撮

影された旅客の降車状況を観察し、ビデオの１／３

０秒間隔のコマ送り機構を使用して、降車時の１歩

幅の移動時間を計った。 
 本研究では、バスから降車する一般の旅客を一般

者とよび、一般者のうち６５歳以上の旅客を高齢者

とよぶ。また、一般者から高齢者と障害者を除いた

ものを、一般者Ａとよぶ。 
 高齢者および一般者Ａの男女年代別の分類は、ビ

デオ画面を見ながら推定する方法により行う。 
 本研究で扱う車両の種類をステップ数により分類

すると、ノンステップ、1ステップおよび 2ステッ
プの 3種類となる。 
 
 
  表１ 車両降車口等の諸元および乗車定員 
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注：番号⑥の車両のｈ1、ｈ2、ｄ1、ｄ2、は図面等からの推定値 
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 図１ 車両降車口の形状（断面図） 
 
 
 降車特性の解析に関わった車両を分類して番号を

つけ、各車両の降車口等の諸元および乗車定員を表

1に示す。 
 表 1からわかるように、車両降車口の有効幅の範
囲は、０．６６ｍから１．２０ｍである。車両の各

ステップまたは車両の床面の高さの範囲は、０．１

９ｍから０．３３ｍである。 
 図１に、車両の降車口の形状を示す。ノンステッ

プの場合は、旅客は車両の床面から地上に降りる。

この際に、必要に応じて車両の床面を下げて、降車

口を低くすることができる。１ステップの場合は、

旅客は車両の床面から車両のステップ第１段を経由

して地上に降りる。２ステップの場合は、旅客は車

両の床面から車両のステップ第２段およびステップ

第１段を経由して地上に降りる。 
 旅客の降車形態は、旅客が連続的に降車する場合

のものである。降車場所は降車専用の停留所である。

乗車料金は、前払いである。降車特性の解析に関わ

る車両の乗車率の範囲は、およそ１４％（１０人程

度）から５９％（３９人程度）である。また、前述

の観察期間においては、本研究で扱う車両と同種の

ものについてのバスカード利用者の割合は、都内全

体でおよそ２１％である。 
 図２に、男性降車客の年代別割合を示す。被測定

者である一般者Ａの割合は５９％（７４人）であり、

同様に高齢者の割合は３８％（４７人）である。一

般者Ａの内訳は、１０歳～２９歳までが１２％（１

５人）、３０歳～４９歳までが１７％（２１人）、５

０歳～６４歳までが３０％（３８人）、不明が３％（４

人）である。 
   

図２ 男性降車客の年代別割合 
 

図３ 女性降車客の年代別割合 
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 図３に、女性降車客の年代別割合を示す。被測定

者である一般者Ａの割合は６９％（１９１人）であ

り、同様に高齢者の割合は２７％（７５人）である。

一般者Ａの内訳は、１０歳～２９歳までが１５％（４

３人）、３０歳～４９歳までが２０％（５５人）、５

０歳～６４歳までが３３％（９３人）、不明が５％（１

３人）である。降車客の男女別の割合は、男性が３

１％で女性が６９％である。なお、本観測期間を含

む年次の高齢化率は１５．６６％（男性１３．２４％、

女性１７．９９％）2）である。 
 

図４ 男性の年代別降車時間 
 

図５ 女性の年代別降車時間 

 図４に、男性の年代別降車時間を示す。降車時間

については、ノンステップ車両の場合は車両の床面

から地面に降りる時の値であり、１ステップ車両、

２ステップ車両の場合については、車両のステップ

第１段から地面に降りるときの値である（以下同様）。

１０歳～２９歳までの平均値は０．７０秒であり、

３０歳～４９歳までの平均値は０．６７秒である。

５０歳～６４歳までの平均値は０．７１秒であり、

高齢者の平均値は０．８１秒である。一般者Ａの平

均値は０．７０秒である。高齢者の方が一般者Ａよ

り１５．７％、１歩幅の移動時間が長いことがわか

る。また、一般者Ａと高齢者を合わせた男性の平均

値は０．７４秒である。 
 図５に、女性の年代別降車時間を示す。１０歳～

２９歳までの平均値は０．６７秒であり、３０歳～

４９歳までの平均値は０．７３秒である。５０歳～

６４歳までの平均値は０．８４秒であり、高齢者の

平均値は１．０５秒である。一般者Ａの平均値は０．

７７秒である。年代が上がるのにしたがって降車時

間が長くなっている。高齢者の方が一般者Ａより３

６．４％１歩幅の移動時間が長いことがわかる。ま

た、一般者Ａと高齢者を合わせた女性の平均値は０．

８４秒である。 
 図４と図５から男女について一般者Ａの平均値を

比較すると、女性の方が１０％ほど１歩幅の移動時

間が長い。また、高齢者について平均値を比較する

と、女性の方が２９．６％ほど１歩幅に移動時間が

長い。男女で比較すると女性の方が男性より１３．

５％ほど１歩幅の移動時間が長い。なお、水平な通

路における単位時間あたりの歩数については、女性

の値の方が男性の値より５．９％ほど大きいことが

わかっている 3）。 
 図６に、男性の手すりの使用割合を示す。一般者

Ａの７％（５人）が手すりを使用しており、高齢者

の３２％（１５人）が手すりを使用していた。男性

の高齢者は男性の一般者Ａより４．６倍、手すりの

使用者の割合が多い。 
 図７に、女性の手すりの使用割合を示す。一般者

Ａの１６％（３０人）が手すりを使用しており、高

齢者の５３％（４０人）が手すりを使用していた。

女性の高齢者は女性の一般者Ａより３．３倍、手す

りの使用者の割合が多い。 
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図６ 男性の手すりの使用割合 
 

図７ 女性の手すりの使用割合 
 
 
女性の高齢者のほうが男性の高齢者より１．７倍、

手すりの使用者の割合が多い。女性の一般者Ａのほ

うが男性の一般者Ａより２．３倍、手すりの使用者

の割合が多い。 
 
 

４．まとめ 
 新宿駅西口バスターミナルにおいて、旅客のバス

降車状態を観測した。旅客を男女年代別に分類し、

降車の速さに関する特性の解析を行った。また、降

車時における手すりの使用状況について分析した。 
 乗車率がおよそ１４％（１０人程度）から５９％

（３９人程度）までの範囲で、旅客が連続的に降車

する場合のものについての概要は、つぎのようにな

る。 
 車両から降りる時の１歩幅の移動時間に関しては、 
男性では３０歳～４９歳までがもっとも短く平均値

は０．６７秒である。女性では１０歳～２９歳がも

っとも短く０．６７秒である。また、男性では１０

歳～６４歳については違いは少ない。男性の高齢者

の平均値は０．８１秒であり、男性の一般者Ａの平

均値は０．７０秒である。男性の場合、高齢者のほ

うが一般者Ａより１５．７％、降りる時の１歩幅の

移動時間が長い。女性の高齢者の平均値は１．０５

秒であり、女性の一般者Ａの平均値は０．７７秒で

ある。女性の場合、高齢者のほうが、一般者Ａより

３６．４％、降りる時の１歩幅の移動時間が長い。 
 男女について比較すると、女性の方が男性より１

３．５％ほど１歩幅の移動時間が長い。一般者Ａで

は女性の方が１０％ほど１歩幅の移動時間が長い。

高齢者では女性の方が２９．６％ほど１歩幅の移動

時間が長い。乗車に関しては、男性の方が女性より

３．５％ほど１歩幅の移動時間が長いことがわかっ

ている 1）。しかし、降車に関しては女性の方が男性

より１歩幅の移動時間が長いことがわかった。この

特性のちがいについては、現在分析中であり、今後、

両特性を考慮した考察を進めて行く。 
 手すりの使用に関しては、男女とも高齢者の使用

する割合が高く、男性の高齢者の３２％が手すりを

使用しており、女性の高齢者の５３％が手すりを使

用している。 
 わが国の高齢化率は年々上昇を続けており、人口

の年齢別の構成割合も大きく変化している 2）。都市

バス交通システムの利用実態を分析し、解析するこ

とは、より使いやすくバリアフリーで安心移動でき

る公共交通システムの設備とその配置の最適化に寄

与するものと考えられる。 
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